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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　枠体に障子を閉じ位置と開き位置とに亘ってスライド自在に装着すると共に、その障子
が開き位置の時には召合せ框が枠体に取付けた障子ストッパに当接するようにし、
　前記召合せ框における前記障子ストッパと対向した外側見込み板と、この外側見込み板
と面内方向に対向して離隔した内側見込み板との間に摺動片を、その外側見込み板と内側
見込み板とにそれぞれ接して取付け、
　前記摺動片に補強金属部品を、前記外側見込み板に加わる衝撃が補強金属部品を介して
前記内側見込み板に伝わるように取付けたことを特徴とする引き戸。
【請求項２】
　補強金属部品の上下中間部に、障子ストッパにおける召合せ框と当接する面の上端が対
向している請求項１記載の引き戸。
【請求項３】
　摺動片は、召合せ框の外側見込み板に接する一側見込み板と召合せ框の内側見込み板に
接する他側見込み板を有し、この一側見込み板と他側見込み板に接するように補強金属部
品を取付け、
　前記補強金属部品は、召合せ框の外側見込み板における障子ストッパと当接する部分と
対向している請求項１又は２記載の引き戸。
【請求項４】
　摺動片の他側見込み板における補強金属部品が接する部分に突部を設け、この突部が召
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合せ框の内側見込み板に接するようにした請求項3記載の引き戸。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、引き違い戸、片引き戸などの枠体に障子をスライド自在に装着した引き戸に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　枠体に障子をスライド自在に装着した引き戸においては、その枠体に障子ストッパを取
付け、障子開放時に障子が障子ストッパに当接することで最大開放位置を規制し、障子が
枠体に当接しないようにしている。
　例えば、特許文献１に開示した引き戸においては、枠体の下枠に障子ストッパを取付け
、障子を開き方向にスライドした時に、その障子の召合せ框が障子ストッパに当接するこ
とで障子の開き位置を規制し、その召合せ框に取付けたクレセントが枠体の縦枠に当接し
ないようにしている。
【特許文献１】実公平３－１９８１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　前述した従来の引き戸においては、障子を開き方向にスライドした時に召合せ框が障子
ストッパに当接した際に、その召合せ框の当接部分に衝撃が加わり、その召合せ框が変形
することがある。
　特に、テラスに装着される大型の引き戸や二重ガラスを装着した障子を用いている引き
戸においては、その障子が大重量であるから、召合せ框が変形し易い。
【０００４】
　本発明の目的は、障子の召合せ框が障子ストッパに当接した時に、その召合せ框が変形
することがないようにした引き戸を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、枠体に障子を閉じ位置と開き位置とに亘ってスライド自在に装着すると共に
、その障子が開き位置の時には召合せ框が枠体に取付けた障子ストッパに当接するように
し、
　前記召合せ框における前記障子ストッパと対向した外側見込み板と、この外側見込み板
と面内方向に対向して離隔した内側見込み板との間に摺動片を、その外側見込み板と内側
見込み板とにそれぞれ接して取付け、
　前記摺動片に補強金属部品を、前記外側見込み板に加わる衝撃が補強金属部品を介して
前記内側見込み板に伝わるように取付けたことを特徴とする引き戸である。
【０００６】
　本発明においては、補強金属部品の上下中間部に、障子ストッパにおける召合せ框と当
接する面の上端が対向しているようにできる。
　このようにすれば、召合せ框が障子ストッパに当接した時の衝撃が補強金属部品を介し
て召合せ框の内側見込み板に確実に伝わるので、召合せ框の外側見込み板の変形を確実に
抑制できる。
【０００７】
　本発明においては、摺動片は、召合せ框の外側見込み板に接する一側見込み板と召合せ
框の内側見込み板に接する他側見込み板を有し、この一側見込み板と他側見込み板に接す
るように補強金属部品を取付け、
　前記補強金属部品は、召合せ框の外側見込み板における障子ストッパと当接する部分と
対向している。
　このようにすれば、召合せ框が障子ストッパに当接した時の衝撃は、召合せ框の外側見
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込み板、摺動片の一側見込み板、補強金属部品、摺動片の他側見込み板を介して召合せ框
の内側見込み板に確実に伝わるので、召合せ框の外側見込み板が変形することを確実に抑
制できる。
【０００８】
　本発明においては、摺動片の他側見込み板における補強金属部品が接する部分に突部を
設け、この突部が召合せ框の内側見込み板に接するようにできる。
　このようにすれば、摺動片を召合せ框に挿入し易くするために、召合せ框の外側見込み
板と内側見込み板との面内方向の間隔よりも摺動片の一側見込み板と他側見込み板との面
内方向の間隔の方を若干小さくしても、摺動片の他側見込み板における補強金属部品と接
した部分が突起を介して召合せ框の内側見込み板に確実に接することができる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、障子の召合せ框の外側見込み板が障子ストッパに当接した時に、その
外側見込み板に加わる衝撃は摺動片に取付けた補強金属部品を介して召合せ框の内側見込
み板に伝わるので、その召合せ框の外側見込み板が衝撃で変形することを抑制できる。
　したがって、障子の召合せ框が障子ストッパに当接した時に、その召合せ框が変形し難
い。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　図１に示すように、枠体１に障子２が実線で示す閉じ位置と仮想線で示す開き位置とに
亘ってスライド自在に装着されて引き戸としてある。
　前記枠体１は上枠１０と下枠１１と一方の縦枠１２と他方の縦枠１３を矩形状に連結し
てある。
　前記障子２は召合せ框２０と戸先框２１と上框２２と下框２３を矩形状に連結し、その
内部にパネル２４が装着してある。
　そして、戸先框２１が一方の縦枠１２に当接することで障子２が閉じ位置で、召合せ框
２０が枠体１に取付けた障子ストッパ３０、例えば上枠１０、下枠１１にそれぞれ取付け
た上下の障子ストッパ３０に当接することで障子２が開き位置となる。
【００１１】
　この実施の形態では、枠体１の室外側寄りにおける他方の縦枠１３寄りにパネル１４が
装着されて嵌め殺し部３としてあり、前記障子２は枠体１の室内側寄りにスライド自在に
装着されて片袖片引き戸としてある。
　これに限ることはなく、枠体１の室内側寄りと室外側寄りに障子（内障子、外障子）を
スライド自在に装着して引き違い戸としても良い。
　また、前述の嵌め殺し部３の左右両側に障子２を装着した両袖片引き戸としても良い。
【００１２】
　図２に示すように、室内側と室外側とに向かう方向を面外方向（見込み方向）とし、左
右方向に向かう方向を面内方向（見付け方向）とする。
　前記障子２が図２に示す閉じ位置であると、戸先框２１の面内方向外側部２１ａが一方
の縦枠１２の戸当り部１２ａに当接する。
　前記障子２が図２に示す閉じ位置から他方の縦枠１３に向けて面内方向にスライドする
ことで、召合せ框２０の面内方向外側部２０ａが障子ストッパ３０に当接して開き位置と
なる。前記面内方向外側部２０ａとはパネル２４を装着する部分と面内方向に反対側で他
方の縦枠１３と対向した部分である。
【００１３】
　前記召合せ框２０は、前記障子ストッパ３０と対向した面内方向外側の面外方向に向か
う外側見込み板４０と、面内方向内側の面外方向に向かう内側見込み板４１を面内方向に
間隔を置いて面内方向に向かう連結板４２で一体的に連結した部分を有している。
【００１４】
　前記障子２が開き位置の時には、前記外側見込み板４０が障子ストッパ３０に当接して
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衝撃が加わる。つまり、外側見込み板４０が前記面内方向外側部２０ａである。
　前述の衝撃は連結板４２を介して内側見込み板４１に伝わるが、その衝撃が作用する部
分と連結板４２が面外方向に位置がずれていると共に、連結板４２の強度が十分でない等
のために、前述の衝撃で召合せ框２０の外側見込み板４０が変形することがある。
【００１５】
　そこで、本発明は、前述の召合せ框２０における外側見込み板４０と内側見込み板４１
との間に摺動片５０を取付け、この摺動片５０に補強金属部品６０を取付けることで、前
述の外側見込み板４０に加わる衝撃を、前述の連結板４２及び、摺動片５０と補強金属部
品６０を介して内側見込み板４１に伝わるようにして外側見込み板４０の変形を抑制でき
るようにした。
【００１６】
　要するに、本発明は、通常の障子の召合せ框に取付ける摺動片を、障子ストッパ３０と
対向した召合せ框２０の外側見込み板４０と召合せ框２０の内側見込み板４１との間に取
付けて外側見込み板４０に加わる衝撃を摺動片５０を介して内側見込み板４１に伝わるよ
うにしただけでは、その摺動片５０が樹脂製であると共に、中実でなく空洞部などを有す
る形状のために、前述のように外側見込み板４０に加わる衝撃で摺動片５０自体が変形等
して外側見込み板４０が変形することがあるので、その摺動片５０に補強金属部品６０を
取付け、この補強金属部品６０によって摺動片５０が変形等し難くなるようにした。
【００１７】
　前述のようであるから、前記補強金属部品６０は連結板４２と面外方向に離隔し、召合
せ框２０の外側見込み板４０における補強金属部品６０と対向した部分が障子ストッパ３
０に当接するようにすることが好ましい。
　このようにすれば、補強金属部品６０を面外方向の寸法が小さい薄い板状体とすること
ができる。
【００１８】
　図２において、嵌め殺し部３のパネル１４の左右一方の縦縁部は、上枠１０、下枠１１
の室外側寄りに亘って取付けた補助一側縦枠１５で支持され、左右他方の縦縁部は他方の
縦枠１３に取付けた補助縦枠材１６と押縁１７（つまり、補助他側縦枠）で支持される。
　前記左右一方の縦枠１２の室外側寄りにはロールタイプの網戸１８が取付けてある。
【００１９】
　次に、各部の具体形状について図３～図５に基づいて説明する。
　前記召合せ框２０は外側見込み板４０と内側見込み板４１を面外方向に離隔して対向し
た２つの連結板４２，４２で連結して中空部２０ｂとパネル装着用の内向き凹部２０ｃを
有している。
　前記面外方向の室内側の連結板４２にはコ字形状の室内側縦板４３が一体的に設けられ
て室内側補強部２０ｄとしてある。
　前記面外方向の室外側の連結板４２は中空部２０ｂを形成する面内方向外側の外側板４
２ａと、内側見込み板４１よりも面内方向内側に突出して内向き凹部２０ｃを形成する面
内方向内側の内側板４２ｂを断熱材４４で連結してある。
　つまり、召合せ框２０は外側見込み板４０と内側見込み板４１と複数の連結板４２とで
中空部２０ｂを有したアルミ押出形材を用いた断熱形材で、その室内側には室内側補強部
２０ｄを有している。
【００２０】
　前記障子ストッパ３０は下枠１１の上面１１ａにビス等で固着して取付けてある。
　前記下枠１１は下ガイドレール１１ｂを備え、この下ガイドレール１１ｂは障子ストッ
パ３０まで連続している。
　前記摺動片５０は、召合せ框２０の中空部２０ｂを形成する部分（外側見込み板４０、
内側見込み板４１、２つの連結板４２）の長手方向の端面２０ｅに接する横板５１と、こ
の横板５１に設けられ召合せ框２０の中空部２０ｂに嵌合する取付部５２と、この横板５
１に設けられ、前記下枠１１のガイドレール１１ｂに沿って摺動するスライドガイド部５
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３を有し、ビス５４で固定して取付けられる。
【００２１】
　前記取付部５２は、外側見込み板４０の内面に接する面外方向に向かう一側見込み板５
５と、内側見込み板４１の内面に接する面外方向に向かう他側見込み板５６と２つの連結
板４２の内面に接する面内方向に向かう２つの見付け板５７を有すると共に、一方の連結
板４２における面内方向内側板４２ｂに嵌まり合うコ字形状の補助板５８を有している。
　前記一側見込み板５５と他側見込み板５６とに亘って面外方向に離間して対向した一対
の仕切板５９が一体的に設けられ、この一対の仕切板５９と一側見込み板５５と他側見込
み板５６とで取付用凹陥部５０ａを形成している。
　この取付用凹陥部５０ａに補強金属部品６０が圧入又は接着剤等で固定して取付けてあ
る。
【００２２】
　このようであるから、召合せ框２０が障子ストッパ３０に当接した時に外側見込み板４
０に加わる衝撃は、摺動片５０の一側見込み板５５、補強金属部品６０、摺動片５０の他
側見込み板５６を介して召合せ框２０の内側見込み板４１に伝わるので、外側見込み板４
０の変形を抑制することができる。
【００２３】
　図４に示すように、補強金属部品６０の上面６０ａは、障子ストッパ３０における召合
せ框２０と当接する面の上端、例えば障子ストッパ３０の上面３０ａよりも上方に位置し
、その補強金属部品６０の下面６０ｂは障子ストッパ３０の上面３０ａよりも下方に位置
している。
　要するに、補助金属部品６０の上下方向中間部に障子ストッパ３０の上面３０ａが対向
するようにしてある。
　このようであるから、障子ストッパ３０に召合せ框２０が当接した時の衝撃は補強金属
部品６０に確実に伝わる。
　前記障子ストッパ３０の召合せ框２０に当接する部分の高さ（上下寸法）は、補強金属
部品６０の高さ（上下寸法）と同一、又は小さくなるようにしてある。
【００２４】
　前記摺動片５０の他側見込み板５６における取付用凹陥部５０ａを形成する部分、つま
り補強金属部品６０を取付ける部分には突部５６ａが設けてあり、この突部５６ａが召合
せ框２０の他側見込み板４１に接するようにしてある（図３参照）。
　このようであるから、摺動片５０を召合せ框２０に挿入し易くするために、召合せ框２
０の外側見込み板４０と内側見込み板４１との面内方向の間隔よりも摺動片５０の一側見
込み板５５と他側見込み板５６との面内方向の間隔の方を、若干小さくした場合であって
も突部５６ａが他側見込み板４１に接するので、召合せ框２０の外側見込み板４０に加わ
る衝撃が補強金属部品６０を介して内側見込み板４１に確実に伝わる。
【００２５】
　前記摺動片５０の一側見込み板５５には透孔６１が形成してあると共に、ナット６２が
透孔６１と対向して回転しないように設けてあり、前記ビス５４を召合せ框２０の外側見
込み板４０に形成した孔４５より前記透孔６１を挿通してナット６２に螺合することで摺
動片５０を召合せ框２０に固定して取付けてある。
【００２６】
　前記召合せ框２０には、前述のビス５４を覆って見えなくするビスキャップ７０が取付
けてある。
　例えば、ビスキャップ７０は取付用爪７１を備え、この取付用爪７１を召合せ框２０の
外側見込み板４０における前記孔４５の近傍に形成した取付用孔４６に嵌め込むことで前
記孔４５を覆うように取付けてある。
【００２７】
　この実施の形態では、ビスキャップ７０が障子ストッパ３０に当接するので、そのビス
キャップ７０における障子ストッパ３０と当接する部分を補強して強度をアップし、障子
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ストッパ３０に当接した時の衝撃で変形、破損等しないようにしてある。
　例えば、ビスキャップ７０を表面板７２の外周縁に沿って矩形状のリブ７３を設けた形
状とし、その障子ストッパ３０と対向した部分に補強リブ７４を設けて補強してある。
【００２８】
　前述の摺動片５０の取付用凹陥部５０ａの代わりに、外側見込み板５５、内側見込み板
５６の対向面に面内方向に向かう一対の突片を設けて凹部をそれぞれ形成し、この一対の
凹部に補強金属部品６０の面内方向両側部をそれぞれ嵌め込むようにして取付けても良い
。つまり、障子ストッパ３０と召合せ框２０の外側見込み板４０は、直接当接しても良い
し、他の部材（例えば、ビスキャップ７０）を介して間接的に当接しても良い。
　また、ビスキャップ７０を用いずに召合せ框２０の外側見込み板４０を直接当接するよ
うにしても良い。
　また、前述の説明では下枠１１に取付けた障子ストッパ３０と召合せ框２０の下部に取
付けた摺動片５０について述べたが、上枠１０に取付けた障子ストッパ３０と召合せ框２
０の上部に取付けた摺動片５０も同様である。
　なお、召合せ框２０の上部に取付けた摺動片５０と下部に取付けた摺動片５０のどちら
か一方にのみ補強金属部品６０を取付けるようにしても良い。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明の実施の形態を示す引き戸の概略内観図である。
【図２】図１のＡ－Ａ拡大詳細断面図である。
【図３】召合せ框が障子ストッパに当接した状態の拡大説明図である。
【図４】図３のＢ－Ｂ断面図である。
【図５】召合せ框と摺動片とビスキャップの分解斜視図である。
【符号の説明】
【００３０】
　１…枠体、２…障子、１０…上枠、１１…下枠、２０…召合せ框、３０…障子ストッパ
、３０ａ…上面、４０…外側見込み板、４１…内側見込み板、５０…摺動片、５５…一側
見込み板、５６…他側見込み板、５６ａ…突起、６０…補強金属部品。
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